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札

解

 

医
王
寺
は
、
寛
文
五
年(

一
六
六
五)

に
、
現
在
の
袋
町
に
移
築
再
建
さ
れ
、
当
時
の
棟

札
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
棟
札
と
は
、
建
物
の
由
緒
や
建
築
年
月
日
、
関
係
者
の
名
な

ど
を
記
し
て
棟
木
に
打
ち
付
け
る
札
の
こ
と
。 

こ
の
棟
札
に
は
、
病
気
が
ち
の
松
井
寄
之(

よ
り
ゆ
き)

を
心
配
し
た
妻
の
崇
芳
院
尼(

す
ほ

う
い
ん
に)

が
、
仏
教
の
教
え
を
信
じ
、
医
王
寺
を
再
建
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
井
家
の
歴
史
書
『
松
井
家
譜(

か
ふ)

』
に
よ
る
と
、
寄
之
は
長
ら
く
持
病
に
苦
し
み
、
寛

文
五
年
に
も
再
発
、
翌
年
逝
去
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
の
崇

芳
院
尼
の
医
王
寺
再
建
に
は
、
深
い
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
文
末
に
、
「
豊
臣
氏
女
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
松
井
家
の
初
代

康
之
が
従
五
位
下
に
任
じ
ら
れ
た
時(
一
五
八
六)

、
豊
臣
秀
吉
か
ら
豊
臣
姓
と
菊
桐
紋
を

拝
領
し
て
お
り
、
以
来
、
松
井
家
で
は
こ
の
よ
う
に
豊
臣
姓
を
名
乗
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 (

本
文
意
訳) 

西
海
路
の
肥
後
国
八
代
郡
に
あ
る
医
王
寺
は
、
薬
師
仏
を
安
置
す
る
寺
院
で
あ
る
。
昔
は
薬
師
如
来
の

脇
に
日
光
菩
薩
、
月
光
菩
薩
、
十
二
神
将
が
整
然
と
並
ん
で
仏
法
を
守
り
、
堂
宇
は
南
北
に
広
が
り
邪

気
を
寄
せ
付
け
ず
、
美
し
い
寺
院
で
あ
っ
た
。
天
正
・
文
禄
（
一
五
七
三
～
一
五
九
六
）
の
こ
ろ
、
国

は
治
ま
ら
ず
、
残
念
な
こ
と
に
、
以
来
こ
の
寺
は
衰
退
し
て
本
尊
一
体
が
ひ
っ
そ
り
と
あ
る
だ
け
の
草

堂
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
信
心
深
い
御
夫
人
が
お
ら
れ
る
。
も
っ
ぱ
ら
善
行
を
こ
こ
ろ
ざ
し
、
丹
誠
（
ま

ご
こ
ろ
）
を
つ
く
す
お
方
で
あ
る
。
こ
の
寺
の
由
来
を
聞
き
、
建
物
を
改
築
し
昔
の
よ
う
に
し
、
城
主

長
岡
佐
渡
守
寄
之
（
松
井
寄
之
）
殿
の
除
病
息
災
を
祈
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
寄
之
夫
人
（
崇
芳
院
尼
）

は
家
臣
に
命
じ
て
、
大
工
・
石
工
の
腕
の
良
い
職
人
を
集
め
て
縄
墨
を
張
り
、
良
き
日
に
柱
を
立
て
、

吉
日
に
上
棟
し
て
、
そ
の
作
業
を
終
え
た
。
寺
は
全
て
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
備
え
て
お
り
、
堂
内
の

調
度
は
美
し
く
、
仏
前
へ
の
供
養
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
城
主

（
松
井
寄
之
）
の
小
病
は
、
邪
鬼
が
も
た
ら
す
病
な
の
で
、
薬
師
如
来
の
功
徳
を
も
っ
て
治
す
べ
き
で
、

い
ま
ま
で
癒
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
仏
教
へ
の
配
慮
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。『
薬
師
本
願
経
』
に
よ

る
と
、
薬
師
如
来
の
功
徳
に
よ
り
衆
生
の
病
は
悉
く
取
り
除
か
れ
、
心
身
と
も
に
安
楽
に
な
る
と
い
う
。

そ
も
そ
も
釈
尊
は
病
院
を
作
り
伝
教
大
師
（
最
澄
）
も
比
叡
山
に
病
院
を
立
て
た
。
寺
院
と
病
院
を
同

所
に
置
く
所
以
で
あ
る
。
上
梁
の
後
は
、
薬
草
は
日
ご
と
に
肥
え
、
玉
壺
光
浄
大
将
は
昼
夜
城
主
の
武

運
を
守
り
、
夜
叉
は
七
千
の
威
力
を
振
る
い
、
願
を
か
け
ら
れ
た
こ
の
ご
夫
人
（
崇
芳
院
尼
）
の
寿
命

を
延
ば
し
、
更
に
良
い
行
い
を
積
ま
れ
た
ご
当
家
が
子
孫
代
々
ま
で
繁
栄
し
、
功
徳
の
風
は
こ
の
世
あ

の
世
に
も
立
ち
の
ぼ
り
、
末
永
く

を
祈
る

の
で
あ
る
。 

続
く
こ
と

も

時
は
寛
文
五
年
十
月
吉
祥
日 
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傳
教
建
此
叡
山
、
同
安
置
之
者
有
以
哉
、
抑
乞
上
梁
之
後
、
薬
草
日

肥
、
玉
壺
光
浄
大
將
司
二
六
時
中
鎭
城
主
之
武
運
、
夜
叉
振
七
千
威

力
、
永
延
願
女
之
嘉
齢
、
更
祈
善
根

子
枝
孫
葉
榮
届
万
歳
、
徳

風
所
上
自
界
他
方
恵
及
千
秋 

所
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旹
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城
裡
安
全
家
中
除
災
所           

預
坊
修
驗 

権
大
僧
都
法
印
寶
光
院
玄
龍 

白
木
山
妙
見
宮
法
雲
院
大
阿
闍
梨
法
印
良
尋
誌 

面
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聖
主
天
中
无 

迦
陵
頻
伽
聲 

奉
再
興
薬
師
堂 

相
愍
衆
生
者 

△

西
海
路
、
肥
後
州
、
八
代
郡
、
醫
王
寺
者
、
薬
師
佛
安
座
之
道
場
也
、

昔
年
、
脇
仕
日
月
十
二
神
將
巍
々
持
念
、
子
午
蕩
々
阿
、
禁
邪
鬼
道

場
、
亦
美
麗
也
、
天
正
・
文
禄
ノ
比
、
國
家
不
治
、
悲
哉
、
爾
来
此

堂
衰
微
、
本
尊
一
躯
秘
在
乎
草
宇
裡
耳
、
茲
在
信
夫
人
、
志
專
自
善

行
、
竭
丹
誠
、
側
聞
此
堂
之
来
由
、
將
改
觀
准
古
、
以
祈
城
主
長
岡

佐
州
寄
之
賢
太
人
之
除
病
息
災
、
因
令
家
臣
促
木
石
良
工
、
規
繩
墨
、

立
柱
干
良
辰
、
上
棟
于
吉
曜
、
己
畢
其
功
、
且
全
備
所
宜
、
有
之
道

具
而
荘
嚴
、
寶
前
伸
供
養
矣
、
奇
哉
、
盖
夫
城
主
之
微
恙
、
不
出
四

大
業
鬼
之
痾
者
、
即
以
阿
伽
陀
喜
見
不
死
之
薬
治
之
、
若
不
愈
者
無

有
是
慮
、
本
願
經
曰
、
衆
病
悉
除
身
心
安
楽
、
抑
世
雄
造
療
病
院
、


